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α-amylase 活性について検討し，電子顕微鏡的観察を加えた報告がみられる。 しかし， 形態ならび
に機能的に耳下腺とは異なり，かつまた分泌唾液の組成にも差違が認められている舌下腺については





材料は，一定条件下で飼育，白家繁殖させた健常 Wister 系ラット(雄)を出生直後より 2 ， 4 , 
8 , 20週および 2 年間飼育した舌下腺を12日-5間絶食の後，無麻酔下で摘出したものを用いた。電子顕
微鏡的観察には，採取した舌下腺を Palade あるいは Caulfied の固定液に浸漬して細切し，約1. 5
時間同定ののち，通法によって上昇アノレコール系列で脱水， Luft の方法に準じて Epoxy 樹脂に包
埋，薄切標本を作成した。そののち， 標本を uranyl acetate で染色をほどこし， JEM-T5 型電子












微鏡的に観察すると，大部分が直径 1 --1. 5μ の osmiophilic な電子密度の高い円形頼粒からなり，







ち，半月細胞は，小胞系がきわめてよく発達し，これらの聞に Mitochondria や Zymogen granules 
が散在している D コツレヂF体の発達は，粘液細胞に比して貧弱である。
なお，舌下腺には，半月細胞および粘液細胞の移行を示す所見は認められなかった。また，半月細
胞の Zymogen granules は隣接する粘液細胞中への移行，また細胞外への分泌される所見もみられ
なかった。さらに，両細胞聞には，約 200A 位の形質膜が存在する点などから，半月細胞が粘液細胞




ものであるが，従来ほとんど行われなかった舌下腺半月細胞の Zymogen granules について重要な
知見を得たものとして価値ある業績であると認める。
よって，本研究者は，歯学博士の学位を得る資格があると認める D
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